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セフェリスにおける
連続のプロセスとしてのギリシア観
一発想の転換のためにー

志田信男

!}1.プロロゴス

E ・キーリィ著、ヨルゴス・セフェリスとの対話 (1jを読み返していたら、

何度も読み、もしかしたらその都度はっとして気に止めていたかも知れない

のだが、今回特に注意を引いた個所があった。それは古典ギリシアあるいは

古代ギリシアと古代ギリシア語に関するセフェリスの発言で、牛ーリィが、

現代ギリシア詩人の古代以来の自国の伝統に対するかかわりについて放った

質問に発している。ここでセフェリスの述べている回答は、私たちのギリシ

ア認識にとって多くの示唆を含んでいるように思われる。ところで現時点で

かりに私たち日本人にとってのギリシア的伝統もしくはギリシアとは何か、

と問いかけた場合、おそらく多くの人々にとっては、古代ギリシア、それも

古典古代のアテーナイを中心とするギリシア文化であろう。ギリシア神話、

ホメーロス、ヘシオドスの叙事詩、アイスキュロス、ソポクレス、エウリピ

デスの悲劇、アリストファネスの喜劇、ヘロドトス、ツキュディデスの歴史、

プラトン、アリストテレスの哲学、ヒポクラテスの医学、サ y ポー、アルカ

イオス等の仔情詩 etc.巴tc.要するにかなり知的な教養人にとってもーという

よりむしろ教養人であればあるほど古代ギリシアが中心であり、かりに現代

ギリシアが視界に入ってくるとしても、古代を媒体としての観光地としての

ギリシアであろう。大学における歴史の講義にしても、政治・文明史を軸と

する世界史の中における古典古代のギリシアの偉大さ、サラミス海戦に象徴

される東洋的専制対ヘラス的自由の勝利など西欧中心史観からの歴史認識が

中心であろう。現代ギリシアともなれば、数百年にわたるトルコの支配から

独立し、第一次世界大戦で領土を回復、現在は小規模の農業、海運業の他、

主として観光立国している NATO加盟の一小園、 古代ギリシアとは全く別の

一小国で、キュプロスにおける紛争や政権交代のニュースが時に新聞の片隅

に報道される国ぐらいの認識が一般であろう。かつて触れたことがあるよう
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に、古典ギリシア語の専門家でさえが、現代ギリシア語を指して、あんなも

のはギリシア語ではないよ(~ )、 などと放言する状況が現在でもないとはい

えないのである。このような日本における現代ギリシアに対する認識の大状

況下にあって細々と現代ギリ ν ア語や文学に親しんでいるものにとって、こ

の対話におけるセフェリスの発言は鮮烈なインパクトを与えてくれるもので

あった。 いままで読み過していたのが不思議なほどである。 Greekdom とか

Grlechentumという語が存在するがこのような集約的な概念を想起させるに

足るセフェリスの発言である。以下にこの対話の一節を引用して考えてみた

L 、。

!I 2. r対話」の当該個所の全文 (3i 

キーリィ

ギリ y アの詩人のその特殊な歴史的伝統に対する関わりはどうでしょう?

あなたは、以前、ギリシアには古代ギリシアというのは存在しないといわれ

たことがあります o 正確にいうとそれはどういうことなのでしょうか。

セフェリス

私はギリシアは一つの連続的な(進展の)過程〈プロセス >(μla占Ol<Iκoπη

HE入lKTlκ均ol aO lκασi a ) ( 4 )であるといいたかったのです。英語では「古代
ギリシア」という表現は、「完結したもの J(TOU (H入El(JμEvov) )という

意味を含んでいますが、私どもにとっては、ギリシアは、どのような運命に

なろうと末長く生き続けている;生存しているのです。まだ息絶えてはいな

いのです。これが事実です。古代ギリシア語の発音を論ずる際にも、同じ論

法が可能です。アメリカやイギリスやフランスの学者たちはエラスムス的発

音を採用する点で多分まったく正しいといえる知れません。彼らにとってギ

リシア語は死語 (νEκρ押下入dσO"a)なのです。しかし私たちにとっては話は別で

す。すなわち事の真相は、あなたがたは、古代ギリ ν ア誌はある時点でその

機能を終偲した、と考えているわけです。そしてこのことがー残念なことで

すが 窓意的な方法で (μE TPOπoαu9aiPETO)発音することを、あなたがたに

可能にしているのです。

キーリィ

それではあなたはギリシア語の伝統も他の事柄と同様、一つの連続したプ

ロセスであるとはっきりお認めになるわけですね。それはこの国の古典およ
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びビザンツ学者たちのある人々の信念とは違いますね。そして他の国々の人

;，の考え)とも(違う)と思うのですが。

セフェリス

とうしてそんなことが起るのかご存知ですね。この主題、ギリンアの歴史

は非常に広大なので、個々の学者は、ある特定の時代、または専門に自らを

限定していますし、 (彼らにとっては)その(専門領域の)外側には何も存

在しないからです。例えばギボンは、一千年にわたる生命体は衰退(の道す

じ)であった、と考えました。一つの国民がどうして一千年もの間衰退の中

にあることができましょうか。いずれにせよホメロスの詩とキリストの生誕

との聞にはそこそこ八百年がたっています。とすれば思うに衰退の一千年が

あったということになります。

キーリィ

ギリシアの詩人のその伝統に対する関係を問う場合、ギリシアの詩人は、

ギリシア神話や時にはギリンアの風景さえも利用するアングロサクソン系の

詩人たちに対して優位に立っているといつも私には思えてきたのです。何年

か前にカヴァフィスとセフェリスの詩における英詩の影響を考察する論文を

執筆していた時のことを想い出します。私はあなたの国の風景に現れるイメ

ージについて、あなたにおたずねしました。例えば、あなたの作品に現れる

彫像のシンボリックな意味についてです。あなたは私の方を向いていいまし

た。 Iでもあれは本当の彫像だったのですよ。私が実際に目にしたある風景

の中に存在したものなのです。」あな fこがその時、いわんとしていたと思う

のは、あなたは、つねに生活の事実、現実の情景から始めたのだということ、

そこから、そこに含意されるかも知れない普通的な意味に向ったということ

なのです。

セフェリス

過日ある英国の学者が、古典時代の彫刻のある専門家の(著書から)例証

を挙げて説明しました。彼はパルテノンの彫刻について講義をしていたので

す。講義のあとで私が彼のところに祝辞を述べに上っていくと、彼はいいま

した。私の記憶では、 「あなたには私がいわんとしたことを表現する詩句が

ありますね。 w彫像は遺物ではない。 遺物は私たちなのだ。~ Jといった

のです。私がいいたいのは、彼ほどの学者が、要点を説明するのに私の(詩

句の)一行を使ったということに驚いたということなのです。
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キーリィ

詩人が幼年時代に獲得する心像は以前に私たちが論じたすIがあります o あ

なたは、かつて、平均的な英国人とあなた自身を、フ y トポールと車が彼ら

にとって果すかも知れないことを、ロパがあなたのために果した、というこ

とを示唆することによって、区別したことがあります。またあなたが海やス

ミノレナに近いあなたの生まれた村の船乗りたちについて話したことを記憶し

ています。

!i 3.セフェリスにとっての伝統の意味

以上のセフェリスの主張は、集約すると 3点になろう。まず第一にギリシ

アは古代において「完結」したわけではなく、連続的な展開のプロセスであ

る。そして筆者の補足をもってすればこのプロセスの総体を Greekdomと呼ぶ

ことができょう。 2)したがって、歴史家ギボンのいうごとく、古典古代を

頂点として ギボンにとっては特に古代ローマが問題であろうけれどーあと

は衰退の一途をたどる "decline" の歴史ではない。 3)古典ギリシア語の発

音についてもこのことはいえる。西欧で行われている窓意的に切断されたあ

る時期の Erasmic'引に復元された発音を真正のギリシア人は用いていない。

この 3点について西欧人(あるいは、私たち日本人を含めて非ギリシア人)

たちは、セフェリスとは対立しているわけである。この違いはいったいどこ

から来るのだろうか。結論からいうと、セフェリスは自国史の立場から観て

いるのであり、非ギリシア人たる西欧人や私たちは、世界史に登場する政治

・文明史的観点からのいわば主役史の立場からみているといえるだろう。た

しかに、クレタ・ミュケーナイ時代から古典古代をへて、ヘレニズム世界に

いたるギリシアは文明と文化において華与しい達成を示している。そのよう

な「主役史」の立場からみれば、ギリシアはローマに引き継がれ、やがてピ

ザンツをへてトルコの支配下に入り、独立して今日に到ったが、古典古代の

栄光は遠い過去のことである。第一次世界大戦のメガリ・イデ(大ギリシア

主義)の理想もケ'7}レ・アタチュルクのトルコに破られ、以後第二次世界大

戦後半のナチの占領、解放後の内線をへて今日に到る状況は周知のごとくで

ある。が、自国史として、ギリシア人の観点からみるならば、たしかに古代

ギリシアは rfinished Jしてしまったわけではない。 また、一千年もの問、
一つの民族、一つの言語が衰退し続けるという rdecline Jの思想もたしか
におかしなことである。ギリシア自体が、その時その時に応じて、国制を変

え、文化を変容し、宗教を変えて連綿と続いてきた。様々の銀難の時代を通

じて、ギリシア民族もギリシア語もアイデンティティを保ちつつ現代に至っ
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ている。文学作品にしても、中世、ピザンツ時代あるいは、それ以降の各時

代にギリシア各地で多様で素晴らしい撃を咲かせているではないか。驚くべ

きアイデンティティを示しているではないか(6 )。 言語の発音にしても、言

語学的に復元されたある意味で仮構の古代的発音によるのではなく、現在生

きているギリ '-'7語の発音で発音するのがギリシア人というものであろう。

ちょうど私たちが万葉集を現代日本語の発音で読むように、である。最後の

彫像をめぐるギリシア人セフェリスと非ギリシア人キーリィの対話も含蓄が

あっておもしろい。

!l 4.アレクサンドリア人カグァフィスにおける「ギリシア J (71 

ところでセフェリスとは多少ニュアンスを異にするかも知れないが、アレ

クサドリア人カヴァフィスはまさにこのような連続したプロセスの中にある

ギリゾア人の歴史意識を体現した詩人といえよう。彼の作品中には、ホメロ

スの英雄たち、ギリシア神話の神々、悲劇の主役たちはもとより、プトレマ

イオス朝の王や王子、ローマ皇帝、ピザンツの皇帝や女后そしてユダヤの伝

説上の人物、下っては現代のアレクサンドリアの市井に現れる神々の如く美

しく愛らしい青年にいたるまでが何の違和感もなく混在している。彼の作風

もまたセフェリスがしばしば口にし、筆者も指摘したことがあるように、ギリ

シア詞華集のエピグラムの伝統上のものである。もっともセフェリスが歴史、

神話詩人カヴァフィスの詩「アカイア同盟のために闘った戦士に J (1922)の

内に織込まれたスミルナの悲劇jを頂点とするギリシアの運命のアリュージョ

ンを読み取り、彼を、現代を見すえた現代詩人として認知するにいたる過程

は、周知のことであるは}。

もっともカヴァフィスにとっての「ギリシア」はセフェリスよりもやや広

義のものであったようである。 E.M.フォースターは、

「過去に対する彼の構えには彼の同時代人のこころをくすぐるものはなか

ったし、現在も彼のような構えは一般的ではない。彼には、ギリシアに対

する忠誠心はあったが、彼のいう「ギリシア」とは地理的な一地域の意味

ではない。それは、彼の所属する人種から幾千年かの間に四方八方に流れ

出た磁気力のことである。この力は(アレクサンドロス大玉以降は)非ギ

リ v ャ的なものとの混交をまったくいとわなかった。実際進んで混交しよ

うと求めたくらいである。ピザンツ文化を持続させたカとはこれである。

人種純血主義は彼にヘドを吐く思いをさせるものであった。政治上の理想

主義またしかり。彼が海の向う側の小半島国ギリシアのまなじりを決した

民族主義にかなり宰らつな感情を抱く時があったとしても私は驚かない。
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「ギリ y アの貴族社会ですって ?!J と彼はある時すっとんきょうな声を出

した。 Iあの国で貴族だってことはですね、まあ一八四九年の時点でアテ

ネの外港ピレウスのカフェに専用席を一つ持っていた家というほどのこと

です」。彼の重視する文明は一種の混血文明であり、ギリンア系はその中

で一頭地を抜いていさえすればよい。このルツボの中に外部から人がなだ

れこんで、これを変えては自分も変えられるということを長年繰り返して

きたわけである。(9 i J 

としている。カヴァフィスはかつて筆者が規定したように「ヘレニズム以来

のコスモポリタンの系譜に属するギリシア系の人間(1 o j Jヘレニズム的コス

モポリーテスの系譜上の詩人といえよう。筆者が前述の論文で、カヴァフィ

スがギリシア詞華集から咲き出たエピグラム詩人であるとした時感じた一種

の新発見にも似た感覚は、まさにセフェリスが主張している連続したプロセ

スに気付いたという点、ギリシア詞華集もまた「完結した」わけではなく、

現代に息づいているという認識にいたったという点にあったのである。関本

至先生からこの論文に対して新しい認識がえられたというご感想をいただい

たことに当時大きな力強い支持をえたような感激を覚えたことを記憶してい

る。

!l 5.結語

セフェリスがこのキーリィとの対話においてっきつけた古代ギリシア観は

抜きがたく私たちにも残っているわけであるが、近来のピザンツ学、中世史

の発展や現代ギリシア文化、現代ギリシア語の紹介、研究が徐今に深化し、

層が厚くなり充実してきている状況は、ギリシアを連続したプロセスの総体

と Lて理解しようとするセフェリス的視点が日本にも認識され始めている徴

候かも知れない。大学や大出版社の聞に停滞している神話、悲劇、哲学 etc.

のみが「ギリシア」であるというステロタイプなギリシア観はそろそろ脱却

して、トータルな、いわば Greekdomの各時代各文化とその狭間に咲く文学、

芸術をその即自態において捉えなおす必要があるのではないだろうか。そし

てこのような視点、いわば現代ギリシアのセフェリス的視座から、ギリシア

全体を過不足ない連続のプロセスとして把握する、また、しうる位置にいる

のが、現代ギリシア語・文学・文化に親しみ研究している私たちではないだ

ろう均益。

注

(l)Edmund Keel巴y，~TZHTH~H ME TON rIOprO ~E中EPH ， META中PArH: AIKA 
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KA~ßArAH (A Conversation with George Seferis) ArPA-A8HNA，1982. 

(2)志田信男「セフェリスのこと」、セフェリス詩集、世界現代詩文庫、

土曜美術社、 1988、 p.120ff.参照。

(3)前掲書、 pp.20-260

(4)英訳では a continuous processであるが、ギリシア語では EEe入lκTlκ呼、

進展の、 evolutionaryが付いている。 evolutionaryはここでは、進化

という価値判断を含まない時間上の進展というような意味であろう。 英

訳 a continuous pro巴essはこの観点からなされたと考えられる。

(5)The Erasmlc pronunciation (T均V e pa.σμtακ均rrpo中opa) は、 人文主義の

時代に学問的(学者的)に再構された発音、 ほどの意味にとってよかろ

つ。

(6)カイモン・フライアーはこのアイデンティティに関して、述べている。

「しかしながら、この恐るべき外国の住民による征服、搾取、殺到などに

ついて詳述する私の目的は、これらの幾世紀にもわたる長期間を通して、

ギリシア的特性は奇蹟的にその原初的な活力を保持してきたこと、さら

に現代ギリ ν ア語がいぜんとして古典ギリシア語の直系の相続人である

ということを強調することである。私は少なくとも、西半球において、

このような圧倒的なハンディ牛ヤップの下で、このようなアイデンティ

ティと統合性をもった国家を他に知らないのである。」まさに同感であ

る。

(Kimon Friar， Modern Greek Poetry， 1982， Athens， p.16) 

(7)拙稿「アレキサンドリア人〈びと〉カヴァフィスーギリシア詩華集から咲

き出た孤独の現代詩人」、詩と思想、 1989、 9月号、土曜美術社、 p.76ff.

参照。

(8)G巴org巴 Seferis，On The Greek Style， Athens，1966所収， Cavafy And 

Eliot -A Comparison，2，p.125ff.参照。

(9)中井久夫訳、カヴァフィス全詩集、みすず書房、 1988所収、 E.M.フォー

スター、 「カヴァフィス全詩集 Jp. 3980 

(10)注 (7)、拙稿 p.770

[後記]参考文献は注の中に詳記したので特に書き出すことはしない。
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